
運用報告書（全体版）

148172P

〒100-0005 東京都千代田区丸の内三丁目1番1号

ホームページ http://www.kokusai-am.co.jp

本報告書に関するお問い合わせ先は、以下の通りです。

コ ー ル セ ン タ ー

受付時間は営業日の午前９時～午後５時

国際投信投資顧問株式会社は2015年7月1日に三菱ＵＦＪ

投信株式会社と合併し､｢三菱ＵＦＪ国際投信株式会社｣と

なる予定です。

追加型投信／内外／資産複合

優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）
作成対象期間：2014年12月16日～2015年6月15日

第2期（決算日 2015年1月13日）　　第5期（決算日 2015年4月13日）
第3期（決算日 2015年2月13日）　　第6期（決算日 2015年5月13日）
第4期（決算日 2015年3月13日）　　第7期（決算日 2015年6月15日）

＜受益者のみなさまへ＞
　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、このたび「優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）」は、2015年

6月15日に第7期の決算を行いましたので、第2期から第7期の運用状況をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 2019年9月13日まで（2014年10月3日設定）

運 用 方 針 ファンド・オブ・ファンズ方式により、高水準のインカムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行います。

主 要 投 資 対 象

当 フ ァ ン ド
プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス受益証券およびマネー・プール マザーファンド

受益証券

プリファード・セキュリティーズ・

ファンド　カバード・コールクラス
米ドル建の優先株、優先リート、CoCos

マネー・プール マザーファンド わが国の公社債

運 用 方 法

・米ドル建の優先株、優先リート、CoCosを実質的な主要投資対象とします。

・ボトムアップ・アプローチとトップダウン・アプローチの融合により、ポートフォリオを構築します。

・保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・コール戦略を構築し、米ドル高・円安とな

る場合の為替差益を放棄する代わりに、オプション・プレミアムの獲得を目指します。

主 な 投 資 制 限 投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と売

買益（評価益を含みます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、分配対

象収益が少額の場合には分配を行わない場合もあります。）
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債券組入
比 率

債券先物
比 率

投資信託
証券比率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

第
１
作
成
期

（設　定　日） 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2014年10月3日 10,000 － － － － － 7,710

1期（2014年12月15日） 10,003 80 0.8 0.0 － 98.0 9,552

第
2
作
成
期

2期（2015年 1月13日） 10,120 80 2.0 0.0 － 98.0 9,961

3期（2015年 2月13日） 10,220 80 1.8 0.0 － 98.0 10,192

4期（2015年 3月13日） 10,297 80 1.5 0.0 － 98.0 10,153

5期（2015年 4月13日） 10,401 80 1.8 0.0 － 98.0 9,773

6期（2015年 5月13日） 10,264 80 △0.5 0.0 － 98.0 8,443

7期（2015年 6月15日） 10,096 80 △0.9 0.0 － 98.0 7,531

（注1）設定日の基準価額は当初設定価額を、純資産総額は当初設定元本を記載しています。
（注2）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注3）当ファンドは親投資信託を組み入れていますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しています。
（注4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

・本報告書において、作成対象期間を当作成期という場合があります。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

当作成期の基準価額等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 債 券 組 入

比 率
債 券 先 物
比 率

投 資 信 託
証 券 比 率騰 落 率

第2期

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2014年12月15日 10,003 － 0.0 － 98.0

12月末 10,212 2.1 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2015年 1月13日 10,200 2.0 0.0 － 98.0

第3期

（期　　　首）
2015年 1月13日 10,120 － 0.0 － 98.0

1月末 10,244 1.2 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2015年 2月13日 10,300 1.8 0.0 － 98.0

第4期

（期　　　首）
2015年 2月13日 10,220 － 0.0 － 98.0

2月末 10,315 0.9 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2015年 3月13日 10,377 1.5 0.0 － 98.0

第5期

（期　　　首）
2015年 3月13日 10,297 － 0.0 － 98.0

3月末 10,340 0.4 0.0 － 97.9

（期　　　末）
2015年 4月13日 10,481 1.8 0.0 － 98.0

第6期

（期　　　首）
2015年 4月13日 10,401 － 0.0 － 98.0

4月末 10,324 △0.7 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2015年 5月13日 10,344 △0.5 0.0 － 98.0

第7期

（期　　　首）
2015年 5月13日 10,264 － 0.0 － 98.0

5月末 10,387 1.2 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2015年 6月15日 10,176 △0.9 0.0 － 98.0

（注1）各期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。

（注2）当ファンドは親投資信託を組み入れていますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しています。

（注3）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

3

基準価額等の推移について （作成対象期間：2014年12月16日～2015年6月15日）
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純資産総額（右目盛）

運用経過

基準価額の主な変動要因 （作成対象期間：2014年12月16日～2015年6月15日）

優先株、優先リートからの分配、CoCosからの利息収入の積み上げが、プラスに寄与しました。
円に対する米ドルのコール・オプション売却によるオプション・プレミアムの獲得が、プラスに寄
与しました。

第2期首：10,003円
第7期末：10,096円（既払分配金480円（税込み））
騰落率 ： ＋5.8％（分配金再投資ベース）

当ファンドの作成対象期間中の騰落率は
プラス5.8％となりました。

（注）騰落率は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。

※分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、

お客さまの損益の状況を示すものではありません。

※分配金再投資基準価額は、第2期首の基準価額の値と等しくして指数化したものです。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

4

投資環境について （作成対象期間：2014年12月16日～2015年6月15日）

➢優先証券市場の動向

➢為替市場の動向

➢国内短期金融市場の動向

当作成対象期間を通してみると優先証券は上昇しました。2015年1月に欧州中央銀行（ECB）が市
場予想を上回る量的金融緩和政策の導入を発表したことなどを受けて、投資家のリスク許容度が
改善したことなどから上昇しました。その後は、米国の利上げ観測の高まりやギリシャ情勢に対
する懸念などから、優先証券は軟調となりました。
個別銘柄では、比較的堅調な企業業績を受けてJPモルガン・チェースの優先株が相対的に底堅く
推移しました。また、バークレイズやクレディ・スイス・グループなどの欧州金融機関のCoCosも
おおむね堅調に推移しました。

当作成対象期間を通してみると米ドルは対円で上昇しました。
米国の景気回復や利上げ観測の高まりなどを受けて、1米ドル120円を上回る水準まで上昇しまし
た。

〈無担保コール翌日物金利の推移〉
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推移
しました。

〈国庫短期証券（3ヵ月物）の利回りの推移〉
2014年12月中旬以降の国庫短期証券（3ヵ月物）の利回りは、日銀による短期国債の買入れや短
期国債の需給の引き締まりなどから、おおむね0％以下で推移しました。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

5

ポートフォリオについて （作成対象期間：2014年12月16日～2015年6月15日）

➢優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

➢プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス

➢マネー・プール マザーファンド

当ファンドが主要投資対象とする円建の外国投資信託であるプリファード・セキュリティーズ・
ファンド　カバード・コールクラスの受益証券の第7期末の組入比率は98.0％となりました。ま
た、マネー・プール マザーファンドの受益証券への投資も行いました。

（当記載は、プリファード・セキュリティーズ・ファンドの資料を基に、国際投信投資顧問が作
成したものです。）米ドル建の優先株、優先リート、CoCosに投資を行い、保有する米ドル建資産
について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・コール戦略＊を
構築しました。
＊カバード・コール戦略
・保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプション（対円で米ドルを買う権利）を売却します。
・売却するコール・オプションの権利行使価格は、取引時点の円に対する米ドルの為替レートと同水準とします。
・原則として、満期日まで1ヵ月程度のコール・オプションを売却します。満期を迎えるごとに新たなコール・オプションを売却し、カ
バード・コール戦略を再構築します。

ポートフォリオの構築にあたっては、投資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信用リスクの分析
等に基づくボトムアップ・アプローチと、マクロ分析による金利や信用リスクの市場見通し等に
基づくトップダウン・アプローチとを融合して銘柄選択を行いました。主として相対的に高い利
回りが期待される優先株、優先リート、CoCosに分散して投資し、ポートフォリオのリスクをコン
トロールしながら、インカムゲインの向上を目指しました。

資産別組入比率
（現地2015年5月末時点）

資産区分 比率
CoCos 42.0％

優先株 33.0％

優先リート 23.1％

キャッシュ等 1.9％
合計 100.0％

※比率は投資先ファンドの純資産総額対比です。

カバード・コール戦略の状況
（現地2015年5月7日時点）

オプション・プレミアム（年率）＊1 11.9％
カバー率＊2 101.8％

平均権利行使期間＊3 約1ヵ月

（出所）UBSルクセンブルグ・フィナンシャル・グループ・アセッ
ト・マネジメントS.A.の資料に基づき国際投信投資顧問
作成

＊1　保有する米ドル建資産に対するオプション・プレミアムの比率を年率換算したものです。
＊2　保有する米ドル建資産に対する売却したコール・オプションの想定元本ベースでの比率です。
＊3　権利行使期間は、原則として取引時点から概ね1ヵ月以内としています。（変更される可能性があります。）

なお、平均権利行使期間の平均とは、複数コール・オプションを保有している場合は想定元本で加重平均したことを示したもので
す。

わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じて、常時適正
な流動性を保持するように運用を行いました。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

6

分配金について

今後の運用方針

➢優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

➢プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス

➢マネー・プール マザーファンド

分配については、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、第2期から第7期の1万口当
たり分配金（税込み）はそれぞれ80円とさせていただきました。なお、分配金に充てなかった留保
益については、特に制限を設けず、運用の基本方針に則した運用を行います。

引き続き、円建の外国投資信託であるプリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コー
ルクラスの受益証券を主要投資対象とします。また、マネー・プール マザーファンドの受益証券へ
も投資を行います。

（当記載は、プリファード・セキュリティーズ・ファンドの資料を基に、国際投信投資顧問が作成し
たものです。）米ドル建の優先株、優先リート、CoCosに投資を行い、保有する米ドル建資産につい
て、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・コール戦略を構築します。
ポートフォリオの構築にあたっては、投資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信用リスクの分析等に
基づくボトムアップ・アプローチと、マクロ分析による金利や信用リスクの市場見通し等に基づく
トップダウン・アプローチとを融合して銘柄選択を行います。主として相対的に高い利回りが期待さ
れる優先株、優先リート、CoCosに分散して投資し、ポートフォリオのリスクをコントロールしなが
ら、インカムゲインの向上を目指します。

引き続き、わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンでの運用を行います。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

7

1万口当たりの費用明細

項　　　　目
第2期～第7期

（2014/12/16～2015/6/15） 項目の概要

金　　額 比　　率

円 ％

(a) 信 託 報 酬 63 0.609

(a)信託報酬＝作成対象期間の平均基準価額×

信託報酬率×
作成対象期間の日数

年間日数
作成対象期間の平均基準価額は
10,303円です。

(投 信 会 社) (22) (0.216)
・当ファンドの運用、受託会社への運用指図、目
論見書等の作成等の対価

(販 売 会 社) (39) (0.377)
・交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の
管理、購入後の情報提供等の対価

(受 託 会 社) (2) (0.016)
・当ファンドの財産の保管および管理、投信会社
からの運用指図の実行等の対価

(b) そ の 他 費 用 1 0.005 (b)その他費用＝
作成対象期間のその他費用

作成対象期間の平均受益権口数

(監 査 費 用) (1) (0.005) ・監査法人に支払われる当ファンドの監査費用等

合　　　　計 64 0.614
（注1）作成対象期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。

（注2）消費税は作成対象期間末の税率を採用しています。

（注3）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。

（注4）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成対象期間の平均基準価額（各月末の単純平均）で除して100を

乗じたもので、項目ごとに小数第3位未満は四捨五入しています。

（注5）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

当作成期の売買及び取引の状況（2014年12月16日から2015年6月15日まで）

投資信託証券

決 算 期 第 2 期 ～ 第 7 期

買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外国（邦貨建） 千口 千円 千口 千円

プリファード・セキュリティーズ・
ファンド　カバード・コールクラス

173 1,718,854 352 3,495,000

合 計 173 1,718,854 352 3,495,000
（注1）金額は受渡代金です。

（注2）口数・金額の単位未満は切り捨てです。

当作成期の利害関係人※との取引状況等（2014年12月16日から2015年6月15日まで）

(1) 利害関係人との取引状況
①　優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

決 算 期 第 2 期 ～ 第 7 期

区 分 買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
投 資 信 託 証 券 1,718 － － 3,495 － －

②　マネー・プール マザーファンド

決 算 期 第 2 期 ～ 第 7 期

区 分 買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
現 先 取 引（公社債） 170,806 － － 168,806 － －

平均保有割合　0.0％

（平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子投資信託の親投資信託所有口数の割合です。）
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

自社による当ファンドの設定・解約状況（2014年12月16日から2015年6月15日まで）

当作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 当作成期末残高(元本) 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
10 － － 10 商品性を適正に維持するための取得

(2) 親投資信託残高

種 類
第 1 作 成 期 末 第 2 作 成 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マ ネ ー ・ プ ー ル  マ ザ ー フ ァ ン ド 9 9 10

（注1）当マザーファンド全体の受益権口数は3,668,123千口です。

（注2）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 第 2 期 ～ 第 7 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額（Ａ） －千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（Ｂ） －千円

（Ｂ）／（Ａ） －％

（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当作成期における利害関係

人との取引はありません。

組入資産の明細
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
第 2 作 成 期 末

口 数 評 価 額 比 率

千口 千円 ％
プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス 766 7,379,332 98.0

合 計 766 7,379,332 98.0

（注1）比率は純資産総額に対する評価額の比率です。

（注2）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2015年1月13日) (2015年2月13日) (2015年3月13日) (2015年4月13日) (2015年5月13日) (2015年6月15日)現在

項 目 第 2 期 末 第 3 期 末 第 4 期 末 第 5 期 末 第 6 期 末 第 7 期 末
円 円 円 円 円 円

(Ａ)資 産 10,050,306,369 10,283,082,473 10,288,667,731 10,345,884,156 8,672,292,763 7,778,870,511

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 285,297,902 288,909,383 299,143,434 512,164,703 260,660,556 286,527,639

投資信託受益証券(評価額) 9,764,998,056 9,984,162,696 9,949,513,875 9,576,708,944 8,272,621,890 7,379,332,460

マ ネ ー ・ プ ー ル 
マザーファンド(評価額)

10,002 10,003 10,003 10,003 10,003 10,003

未 収 入 金 － 10,000,000 40,000,000 257,000,000 139,000,000 113,000,000

未 収 利 息 409 391 419 506 314 409

(Ｂ)負 債 88,389,222 90,318,961 134,698,998 571,961,849 229,130,452 247,676,714

未 払 収 益 分 配 金 78,746,977 79,786,000 78,892,112 75,173,651 65,809,215 59,675,402

未 払 解 約 金 － － 46,138,636 486,115,744 154,231,496 179,023,382

未 払 信 託 報 酬 9,557,673 10,440,577 9,583,450 10,578,848 9,010,016 8,899,189

そ の 他 未 払 費 用 84,572 92,384 84,800 93,606 79,725 78,741

(Ｃ)純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 9,961,917,147 10,192,763,512 10,153,968,733 9,773,922,307 8,443,162,311 7,531,193,797

元 本 9,843,372,244 9,973,250,095 9,861,514,088 9,396,706,452 8,226,151,991 7,459,425,311

次 期 繰 越 損 益 金 118,544,903 219,513,417 292,454,645 377,215,855 217,010,320 71,768,486

(Ｄ)受 益 権 総 口 数 9,843,372,244口 9,973,250,095口 9,861,514,088口 9,396,706,452口 8,226,151,991口 7,459,425,311口

1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,120円 10,220円 10,297円 10,401円 10,264円 10,096円

（注1）当ファンドの第2期首元本額は9,549,988,913円、第2期～第7期中追加設定元本額は1,517,014,827円、第2期～第7期中一部

解約元本額は3,607,578,429円です。

（注2）1口当たり純資産額は、第2期末1.0120円、第3期末1.0220円、第4期末1.0297円、第5期末1.0401円、第6期末1.0264円、第7

期末1.0096円です。

※本運用報告書作成時点において、本計算期間に係るファンドの監査は終了していません。

投資信託財産の構成� 2015年6月15日現在

項 目
第 2 作 成 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 7,379,332 94.9

マ ネ ー ・ プ ー ル  マ ザ ー フ ァ ン ド 10 0.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 399,528 5.1

投 資 信 託 財 産 総 額 7,778,870 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てです。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

損益の状況
第2期（自2014年12月16日　至2015年 1月13日）　第5期（自2015年 3月14日　至2015年 4月13日）
第3期（自2015年 1月14日　至2015年 2月13日）　第6期（自2015年 4月14日　至2015年 5月13日）
第4期（自2015年 2月14日　至2015年 3月13日）　第7期（自2015年 5月14日　至2015年 6月15日）

項 目 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期
円 円 円 円 円 円

(Ａ)配 当 等 収 益 160,977,520 173,876,126 145,476,057 141,285,605 115,371,757 104,080,137

受 取 配 当 金 160,967,761 173,865,680 145,466,118 141,275,208 115,360,788 104,069,591

受 取 利 息 9,759 10,446 9,939 10,397 10,969 10,546

(Ｂ)有 価 証 券 売 買 損 益 40,759,901 15,295,526 17,894,627 43,208,006 △152,928,155 △161,823,214

売 買 益 40,861,231 15,461,196 18,856,331 47,892,859 8,644,507 9,188,238

売 買 損 △　　101,330 △　　165,670 △　　961,704 △　4,684,853 △161,572,662 △171,011,452

(Ｃ)信 託 報 酬 等 △　9,642,245 △ 10,532,961 △　9,668,250 △ 10,672,454 △　9,089,741 △　8,977,930

(Ｄ)当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 192,095,176 178,638,691 153,702,434 173,821,157 △ 46,646,139 △ 66,721,007

(Ｅ)前 期 繰 越 損 益 金 △ 23,799,088 89,388,942 184,535,680 233,519,599 285,113,916 151,848,569

(Ｆ)追 加 信 託 差 損 益 金 28,995,792 31,271,784 33,108,643 45,048,750 44,351,758 46,316,326

(配 当 等 相 当 額) (　 14,884,148) (　 18,363,788) (　 20,396,256) (　 35,183,272) (　 36,535,671) (　 43,046,895)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 14,111,644) (　 12,907,996) (　 12,712,387) (　　9,865,478) (　　7,816,087) (　　3,269,431)

(Ｇ)計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 197,291,880 299,299,417 371,346,757 452,389,506 282,819,535 131,443,888

(Ｈ)収 益 分 配 金 △ 78,746,977 △ 79,786,000 △ 78,892,112 △ 75,173,651 △ 65,809,215 △ 59,675,402

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 118,544,903 219,513,417 292,454,645 377,215,855 217,010,320 71,768,486

追 加 信 託 差 損 益 金 28,995,792 31,271,784 33,108,643 45,048,750 44,351,758 46,316,326

(配 当 等 相 当 額) (　 14,884,148) (　 18,363,788) (　 20,396,256) (　 35,183,272) (　 36,535,671) (　 43,046,895)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 14,111,644) (　 12,907,996) (　 12,712,387) (　　9,865,478) (　　7,816,087) (　　3,269,431)

分 配 準 備 積 立 金 160,919,881 245,041,338 298,191,525 332,167,105 325,586,717 321,771,577

繰 越 損 益 金 △ 71,370,770 △ 56,799,705 △ 38,845,523 － △152,928,155 △296,319,417

（注1）損益の状況の中で

・(Ｂ)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

・(Ｃ)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

・(Ｆ)追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注2）分配金の計算過程

項 目 第 2 期 末 第 3 期 末 第 4 期 末 第 5 期 末 第 6 期 末 第 7 期 末
（ａ）配当等収益(費用控除後) 153,283,008円 164,195,282円 136,866,480円 133,112,640円 106,282,016円 95,102,207円

（ｂ）有価証券等損益額
(費用控除後)

0 0 0 5,731,338 0 0

（ｃ）信託約款に規定する
収益調整金

14,884,148 18,363,788 20,396,256 45,048,750 36,535,671 43,046,895

（ｄ）信託約款に規定する
分配準備積立金

86,383,850 160,632,056 240,217,157 268,496,778 285,113,916 286,344,772

（ｅ）分配対象収益
(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ)

254,551,006 343,191,126 397,479,893 452,389,506 427,931,603 424,493,874

（ｆ）分配金額 78,746,977 79,786,000 78,892,112 75,173,651 65,809,215 59,675,402

（ｇ）分配金額(1万口当たり) 80 80 80 80 80 80
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

分配金のお知らせ

決 算 期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期

1万口当たり分配金(税引前) 80円 80円 80円 80円 80円 80円

分 配 金 落 ち 後 基 準 価 額 10,120円 10,220円 10,297円 10,401円 10,264円 10,096円

お知らせ
■約款変更について （作成対象期間：2014年12月16日～2015年6月15日）

（当作成対象期間中に実施した約款変更はありませんでした。）

分配原資の内訳� （1万口当たり、税込み）

第2期
2014年12月16日～

　2015年1月13日

第3期
2015年1月14日～

　2015年2月13日

第4期
2015年2月14日～

　2015年3月13日

第5期
2015年3月14日～

　2015年4月13日

第6期
2015年4月14日～

　2015年5月13日

第7期
2015年5月14日～

　2015年6月15日

当期分配金 80円 80円 80円 80円 80円 80円

（対基準価額比率） 0.784％ 0.777％ 0.771％ 0.763％ 0.773％ 0.786％

当期の収益 80円 80円 80円 80円 80円 80円

当期の収益以外 －円 －円 －円 －円 －円 －円

翌期繰越分配対象額 178円 264円 323円 401円 440円 489円
（注1）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損金補てん後の有価証券売買等損益（評価益を含む）」から

分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注2）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注3）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

〈参考〉投資対象とする投資信託証券の概要

プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス

　当ファンドは、優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）が投資対象とする

円建の外国投資信託です。

　なお、優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）の第7期決算日（2015年6月15

日）現在において、当ファンドは第1期決算日を迎えておりませんので、記載すべき事項はございません。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス

運 用 方 針

1．米ドル建の優先株＊、優先リート＊、CoCosを主要投資対象とします。
＊優先株および優先リートは、これらを原資産とする預託証券を含みます。

2．カバード・コールクラスでは以下の為替戦略をとります。
保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却しカバード・コール戦
略を構築します。
※保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプション（対円で米ドルを買う権利）を売却します。

※売却するコール・オプションの権利行使価格は、取引時点の円に対する米ドルの為替レートと同水準とします。

※原則として、満期日まで1ヵ月程度のコール・オプションを売却します。満期を迎えるごとに新たなコール・オプションを売却し、カ

バード・コール戦略を再構築します。

※コール・オプションの売却はUBSルクセンブルグ・フィナンシャル・グループ・アセット・マネジメントS.A.を通じて行います。

3．資金動向や市況動向等の事情によっては、前記のような運用ができない場合があります。

投 資 顧 問 会 社 コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マネジメント・インク

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2014年10月3日

会 計 年 度 末 毎年12月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

「コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マネジメント・インク」について

　1986年の設立以来、高水準のインカムゲインが期待できる資産に注目した商品を提供しています。コーヘン＆スティアーズ・

キャピタル・マネジメント・インクの持株会社は、独立系のコーヘン＆スティアーズ・インクであり、ニューヨーク証券取引所に

上場しています。
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マネー・プール マザーファンド

運用報告書（全体版）
第11期（決算日　2015年1月14日）

（計算期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

　

●当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 な 投 資 対 象 わが国の公社債

主 な 投 資 制 限 外貨建資産への投資は行いません。

CS5_15118572_07_os7国際_優先証券プラスO為替プレミアムコース（毎月決算型）_マネープールMF（表紙）.indd   14 2015/08/06   12:40:38
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最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券 組 入
比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
 7期（2013年1月15日） 10,034 0.0 89.3 － 896

 8期（2013年7月16日） 10,039 0.0 91.6 － 1,854

 9期（2014年1月14日） 10,042 0.0 90.4 － 1,437

10期（2014年7月14日） 10,045 0.0 93.4 － 1,284

11期（2015年1月14日） 10,047 0.0 84.8 － 1,179
（注）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

当期の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債券組入比率 債券先物比率
騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2014年 7月14日 10,045 － 93.4 －

7月末 10,045 0.0 87.0 －

8月末 10,045 0.0 94.4 －

9月末 10,045 0.0 94.5 －

10月末 10,046 0.0 83.4 －

11月末 10,046 0.0 99.2 －

12月末 10,047 0.0 92.5 －

（期　　　末）
2015年１月14日 10,047 0.0 84.8 －

（注1）騰落率は期首比です。

（注2）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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運用経過

基準価額等の推移について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

基準価額の主な変動要因 （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

日銀による金融緩和政策の影響から、短期金利は低位で推移しました。これらを受けて、基準価額
は10,045円から10,047円の間で推移しました。

10,042

10,044

10,046

10,048

10,050
(円)

'14/7 8 9 10 11 12 '15/1
(年月)

当マザーファンドの作成対象期間中の騰落率
はプラス0.0％となりました。
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投資環境について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

➢国内短期金融市場の動向

ポートフォリオについて （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

今後の運用方針

わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じて、常時適正
な流動性を保持するように運用を行いました。

引き続き、わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンでの運用を行います。

-0.1

0

0.1

0.2
(％)

無担保コール翌日物金利

9 11108 12 '15/1
(年月)

国庫短期証券（3ヵ月物）の利回り

'14/7

〈無担保コール翌日物金利の推移〉
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担
保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推移
しました。

〈国庫短期証券（3ヵ月物）の利回りの推移〉
2014年8月まで低位で推移していた国庫短期証券
（3ヵ月物）の利回りは、9月以降日銀による短
期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まり
などから、マイナスとなりました。10月末の日
銀による追加の金融緩和政策を受けて、日銀の
短期国債の買入れが減少するとの見通しなどか
ら、11月初旬にかけて同利回りは0％程度まで上
昇しました。その後も、一時的に同利回りは0％
程度まで上昇する場面がはあったものの、おお
むねマイナスで推移しました。
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１万口（元本10,000円）当たりの費用の明細

　当期に発生した費用はありません。

当期の主要な売買銘柄（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

　国内の現先取引のみであるため記載がありません。

当期の売買及び取引の状況（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額
国 内 千円 千円

国 債 証 券 362,921,039 363,121,089
（注1）金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれていません。）
（注2）金額の単位未満は切り捨てです。

当期の利害関係人※との取引状況等（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

(１) 利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
現 先 取 引（公社債） 362,921 － － 363,121 － －

(２) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期
売 買 委 託 手 数 料 総 額（Ａ） －千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（Ｂ） －千円

（Ｂ）／（Ａ） －％

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における利害関係人との取引はありません。
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組入資産の明細

①　国内（邦貨建）公社債

決 算 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 1,000,000 1,000,095 84.8 － － － 84.8
(1,000,000) (1,000,095) (84.8) (－) (－) (－) (84.8)

合 計 1,000,000 1,000,095 84.8 － － － 84.8
(1,000,000) (1,000,095) (84.8) (－) (－) (－) (84.8)

（注1）（　）内は非上場債で内書きです。

（注2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注3）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注4）－印は組み入れがありません。

（注5）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注6）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとS&Pの格付けのうち高いものを採用しています。

②　国内（邦貨建）公社債銘柄別

決 算 期 当 期 末

銘 柄 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（国債証券） ％ 千円 千円

第491回国庫短期証券※ － 140,000 140,009 －

第503回国庫短期証券※ － 860,000 860,086 －

合 計 － 1,000,000 1,000,095

（注1）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注2）※印は現先で保有している債券です。

投資信託財産の構成� 2015年1月14日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 1,000,095 84.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 182,017 15.4

投 資 信 託 財 産 総 額 1,182,112 100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨てです。
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2015年1月14日）現在

項 目 当 期 末

円
（Ａ）資 産 1,182,112,098

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 182,016,731

公 社 債(評価額) 1,000,095,100

未 収 利 息 267

（Ｂ）負 債 2,125,332

未 払 解 約 金 2,125,332

（Ｃ）純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,179,986,766

元 本 1,174,422,749

次 期 繰 越 損 益 金 5,564,017

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1,174,422,749口

1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,047円

損益の状況
当期（自2014年7月15日　至2015年1月14日）

項 目 当 期

円

（Ａ）配 当 等 収 益 345,884

受 取 利 息 345,884

（Ｂ）当 期 損 益 金(Ａ) 345,884

（Ｃ）前 期 繰 越 損 益 金 5,705,383

（Ｄ）追 加 信 託 差 損 益 金 102,286,802

（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △102,774,052

（Ｆ）　 計 　(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 5,564,017

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 5,564,017

（注1）損益の状況の中で

・（Ｄ）追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

・（Ｅ）解約差損益金とは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

（注2）当マザーファンドの期首元本額は1,278,766,161円、期中追加設定元本額は22,249,585,285円、期中一部解約元本額は22,353,928,697円です。

（注3）1口当たり純資産額は、当期末1.0047円です。
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フ ァ ン ド 名
当 期 末
元 本 額

円
世界好利回りＣＢファンド　２０１３－０３　為替ヘッジあり 99,642
世界好利回りＣＢファンド　２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型 99,642
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１３－１２ 99,582
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０２ 99,572
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０３ 99,572
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０４ 99,562
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９ 99,553
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）２０１４－０９ 99,553
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－１２ 99,533
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）２０１４－１２ 99,533
新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 3,324,093
新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000
新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,904,380
新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 93,548
新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 21,243,807
新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989
新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 8,038,528
世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901
世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966
世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161
世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005
世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349
世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875
世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 8,433,492
日本株　２.５ブルベア・オープンⅡ（マネー・プール・ファンドⅧ） 529,553,178
マネー・プール・ファンドⅣ 17,501,066
マネー・プール・ファンドⅥ 326,365,828
マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,834
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 85,774,045
米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999
米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999
米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999
国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アル
ファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型

99,562

国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アル
ファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型

99,562

国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・
インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型

99,562

国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・
インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型

99,561

トレンド・アロケーション・オープン 997,308
エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682
エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682
国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997

フ ァ ン ド 名
当 期 末
元 本 額

円
リスク・パリティαオープン 995
欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジあり 9,963
欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなし 39,849
米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215
米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 93,171,536
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 38,334,180
欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979
欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957
優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956
米国成長株オープン 996

合 計 1,174,422,749

（注４）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は以下の通りです。
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